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下大和田・小山町谷津田だより －2024 年 ８月 No.270 号－ 

【活 動 報 告】 
＜下大和田での活動＞ 写真（ヘイケボタルを除く）：田中正彦 

第 15回 下大和田ヘイケボタル観察会 2024年 ６月２９日（日） 晴れ      報告： 高橋久美子 

梅雨の晴れ間でした。適度な気温と湿度とが、良かったのでしょうか。今年は、昨

年にも増して、たくさんのホタルが飛び交う様を見ることができました。 

いつもの田んぼは田植えができなかったので、湿原のようです。その上を小さな

光がそこここに揺らめき、空には星が瞬いていました。なんとも言えない幻想的な光

景です。来年も再来年もずっとずっと先まで、この景色が見られることを願わずには

いられません。 

参加者１７名（大人１３名、中学生１名、小学生３名、幼児１名） 

 

 

第 294回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い  2024 年 ７月 ７日（日） 晴れ    報告：田中正彦 

昨年７月は、千葉県生物学会との共同開催でキノコ観察会を実施しま

した。今年は開発問題で米づくりを実施できず、田んぼや畦はすっかり

草に覆われています。そんな環境の中、生き物たちはどうなっているの

か、梅雨明け間近の谷津を散策しました。 

東邦大学と東京農業大学の学生６名、県立船橋高校生物部の生徒６名

が参加して、猛暑でしたが若さ溢れる観察会になりました。谷津田は、

ヒシが覆っていたりハスやヒメガマが入り込んだりしていましたが、ト

チカガミやミナミメダカなどの貴重な動植物は健在。トンボ類もたくさ

ん舞っていました。 

森の中に入ると２～３℃涼しい感じで、一時暑さを忘れさせてくれました。昨年群落を作っていたトモエ

ソウは姿を消していましたが、クヌギやコナラは大きく成長していて、雑木林の復活が期待されました。 

  参加者２６名（大人１２名、大学生６名、高校生６名、小学生１名、幼児１名） 

     
 森と水辺の手入れ「畦と水路の草刈り」2024 年 ７月２１日 晴れ               報告：平沼勝男  

気温が３５度を超えると猛暑日というそうです。この日も猛暑日になり

そうでしたので作業時間を８時から 10時までとしました。しかし、それで

も暑かったです。十分水分を取りながら作業をしました。 

次の週の７月 27日は夏休みのお楽しみ会「川遊びの会」です。その会場

作りがこの日の作業目的です。最近荒れ放題の YPP 田んぼ周辺。雑草が伸

び放題です。田んぼと畔の境目が分からない程の草の伸び様。刈り払い機

３台で草刈り、刈った草の回収。川の中も余計なアシやショウブの刈り取

り。川遊びが楽しみな状態にしました。別動部隊は畑の作業です。仮払い

機２台で最近伸びてきた雑草の刈り取り。手による除草もしました。厳しい作業でしたが、終了後の作業の結

果は一目瞭然。みんなで良い仕事をしました。 

参加者９名（大人７名、小学生１名、幼児１名） 

 
 下大和田「お楽しみ会」  2024 年 ７月２７日 晴れ                            報告：平沼勝男 

日陰のある川のわきで、魚の捕り方の説明がスタッフからありました。

最初は恐る恐る川に入る子どもたちでしたが、すぐに慣れて川の水の気持

がよさそうです。そして夢中で魚捕り。説明の通り魚捕りをする子どもも

いれば、思いの方法でとる子どももいました。ザリガニやスジエビ、メダ

カにタモロコなどが捕れると嬉しそうです。親御さんも一生懸命です。 

約一時間の魚捕りが終わるとスタッフから捕れた生き物の説明がありま

した。そして最後はお楽しみ会ならではのザリガニの塩ゆでに舌鼓。おい

しいと言ってくれました。 

お楽しみ会の前に、一部のスタッフが購入したばかりのポンプで、復田中の田んぼに水を入れました。お楽

しみ会の後に、参加者に畑のミニトマトを採ってお土産にしていただきました。 
参加者２０名（大人１１名、中学生１名、小学生６名、幼児２名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

谷津田を舞うヘイケボタル 

（撮影：伊藤 彰） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 



＜小山町での活動＞  

☆第 227回 小山町 YPP「畦と水路の整備」 ７月１４日（土）           報告：江澤芳恵 

今日はイノシシ対策の作業をしました。これまでイノシシよけに張ってあったキラキラテープを外して、代

わりに田んぼをネットで囲むことに。まずは、すくすくと稲が育っている大椎小とあすみ小田んぼの周りを 

ぐるっとネットで囲みました。今日は前日までの猛暑もやや収まり、作業の後田んぼに吹く風は心地よく感じ

ました。追って、その他の田んぼもネットで囲む予定です。このネットがイノシシから稲を守ってくれますよ

うに。                                 参加者４名（大人４名) 

 

☆「山の整備と案山子作りの準備」                       報告：赤シャツ親父 

28 日,29 日に田んぼのオダ用の竹を採らせていただいている山の整備を行ないました。枯れ竹、アオキ等

の低木の伐採、おだに用いる成熟した竹の切り出しの後、８月に予定している小学校田んぼの案山子づくり用

部材の整備・確認等を行いました。10 年程前に山の整備を行った頃には、道路より投げ込まれた缶、ゴミな

どが数多く回収されましたが、今回はジュース等の缶５本とゴミが少々でした。山の見通しが良くなることで

ゴミの不法投棄の防止にもつながる印象です。 

 

☆令和６年度期 あすみ小学校田んぼ草取り作業                   報告：たんぽぽ 

７月初旬に予定していた草取り作業の授業は、雨天で延期の後、気象庁の熱中症警戒アラート発令のため中

止となってしまいましたので、小学校田んぼ周囲や YPP 管理田の草刈り、草刈り作業をコツコツと行いました。

７月 11 日より順次出穂が始まったため、田んぼ内の草取り作業は以降行わないこととしました。元気に育っ

てほしいと願うばかりです。 

 
【谷津田・季節のたより】 2024年 ７月 

＜下大和田町＞ 報告：平沼勝男 

7/14 田んぼ周辺ではセリの花が可憐に咲いていました。カントウヨメナも咲き始めました。森ではニイ

ニイゼミが鳴き始めました。いよいよセミの季節到来です。野鳥のさえずりはウグイス、キビタキ、ホオ

ジロが聴こえました。 

トンボではハグロトンボが出始めました。チョウも種類多く見かけました。タテハチョウ科のコミスジ

が葉の上に止まり、シロチョウ科のモンキチョウがヒメジョオンの花で吸蜜。モンキアゲハやムラサキシ

ジミも見かけました。 

 

＜小 山 町＞ 報告（た：たんぽぽ、高：高山） 
・セミの初鳴き：ニイニイゼミ(7/5)、ヒグラシ(7/5)、クマゼミ(7/16)、アブラゼミ(7/20)、ツクツクボウシ(7/22),

ミンミンゼミ(7/23) 

・稲の出穂開花状況：コシヒカリ(7/11) 黒米(7/11） 

7/2 ウスバキトンボの大群が田んぼの上を舞う、セリ、アキノタムラソウが開花（高） 7/4 田んぼからマユ

タテアカネが次々と羽化、林縁でヤマノイモの花が咲く（高） 7/6 開花したアキカラマツにクマバチが訪れ

る（高） 7/7 大輪のヤマユリが見事、久しぶりにカブトムシを見かける、林でヤブミョウガが開花（高）   

7/23 チョウトンボ今季初、セリ田にタマムシ飛来、今期もタマムシが多い印象(た) 7/24 ギンヤンマが田ん

ぼで縄張り飛翔、ヌマトラノオが咲く（高） 

 

【イベントのお知らせ】主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 

連絡先：小西 TEL.090-7941-7655 ,  

＜下大和田谷津田＞          E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 
・第 296回 観察会とゴミ拾い  
日 時：2024年 ９月 １日（日） ９時 45分～１２時 雨天決行 

内 容： 秋の花が咲き始め、赤とんぼも色付く頃です。トンボの調査をしながら谷津と森を巡ります。 
持ち物：筆記用具、飲み物、長袖長ズボンの服装、長靴（通常の）、帽子、ゴミ袋、弁当、敷物 
参加費：100 円 

※8 月 10 日（土）に予定されていた「かかしづくり」は実施しません。 

＜小山町谷津田＞ 

▼今月の小山町 YPPの定期的な活動はお休みします。 
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